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The 79th Annual Meeting of the Japanese Society of Microscopy

―ご挨拶―
　第 79 回日本顕微鏡学会学術講演会を島根県松江市で開催いたします。
　本学術講演会では、顕微鏡に関わる皆様に満足していただけるように、顕微研究の現況を踏まえて再編成し
た一般講演セッションを中心に広く演題を募集するとともに、複数のトピックスをシンポジウムとして取り上げ、活
発に討論して頂ける場を提供します。2022 年度に引き続いて国際若手シンポジウム（6月25日）を企画するとと
もに、国際会議 IAMNano 2023（International workshop on Advanced and in-situ Microscopies of 
functional Nanomaterials and devices; 6月28日～ 7月1日）と連接します。また、次の世代を担う小中高校
生にも顕微鏡の面白さを伝えるべく市民公開講座および顕微鏡体験ワークショップ（6月25日）を開催します。
　開催形態としては、参加者間の交流を活性化するため、原則現地開催とします。シンポジウムおよびチュートリ
アルの一部については、学術講演会終了後にオンデマンド配信する予定です。
　顕微鏡に関わる多くの皆様にご参加いただき、“神々の国・ご縁の国”しまねで、よいご縁を結んでいただけ
ることを心よりお待ちしています。


